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6月公演
能「橋弁慶」は子方の活躍する曲。そして「笛之巻（ふえのまき）」の小書〈特殊演出〉が付き、
常とは全く別の曲と言えるほど内容が変わります。
「誓願寺 乏佐之翔（ぼさのかけり）」も常の序之舞が、
この曲専用のイロエに変わり、より曲趣を深める演出となっています。

9月公演
能｢経政」には「烏手（からすで）」の小書〈喜多流のみの特殊演出〉がつき、
清経音取のような趣で、笛の一管につれてシテの出となります。
舞囃子は｢静｣｢動｣と趣の異なる曲を。秋の曲も取り入れ、季節に合った能をお楽しみ頂けます。

六
月

九
月

音色と掛け声で伝える心
～様 な々囃子の世界～

能楽は主に「舞」を見せる事が目的となっている「祈りの芸能」です。 
当会では、様々なバリエーションの舞をご覧頂き、かつまた、能のドラマ性を描き出す「謡」を囃子の掛け声と音色でお楽しみ頂きます。 

経政・烏手では、笛の音色を琵琶の音になぞらえてシテが登場するのですが、 
能楽の演奏は、本物とは全く違う物ながら、それそのものを想起させる。いわゆる「モドキの芸」と呼ばれる物で、

 特に囃子方は言葉を使えない為、演奏のみでこれを感じさせねばなりません。
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12月公演
山本家による狂言「石神」は笛と小鼓による「狂言神楽」が演奏されます。
金春流による能「巻絹」は「惣神楽（そうかぐら）」にかわり、いつもより長い神楽となります。
能と狂言の神楽の違いをご覧ください。

東京能楽囃子科協議会ついて
東京能楽囃子科協議会は、能楽囃子の技芸向上と普及を目指し1956年に囃子方に
よって設立された団体です。能楽囃子方の後継者育成、研究及び普及等にも取り組み、
伝統芸能としての能楽を発展させていくことを目指して活動をしています。
また設立より今日まで、主催公演を通して能狂言の魅力はもとより、能楽における囃子の
魅力を存分に堪能していただける番組をお届けしています。

3月公演
舞囃子「飛鳥川」は喜多流では珍しい大小物の中之舞、「歌占」は地獄巡りの曲舞。
「鶴」は喜多流にしかない近代の作品で、鶴の舞が見所です。
能「唐船」は唐から日本に来た男のもとに、故郷に残した子供達が迎えにやって来ます。故郷を懐かしむ男は
日本でもうけた子供達と共に船に乗り、帰って行きます。小さな船の舳先で舞う楽（がく）も見所です。
本日は「盤渉（ばんしき）」の小書がつき、笛の調子が常より高くなります。

十
二
月

三
月




